
☆
職
場
単
位
（
同
種
仕
事
）
の

分
会
か
ら
連
合
分
会
に
な
り
、

突
っ
込
ん
だ
話
が
出
来
な
い
。

★
遠
距
離
通
勤
か
つ
勤
務
が
バ

ラ
バ
ラ

☆
若
い
人
を
誘
う
と
き
、
少
な

い
小
遣
い
か
ら
奢
っ
て
い
る
。

対
策
が
必
要
。

★
駅
業
務
の
組
合
員
が
若
い
乗

務
員
に
「
駅
で
は
泊
ま
り
勤
務

時
３
回
外
食
を
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
や
む
を
得
ず
カ
ッ
プ

ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
て
い
る
」
と

話
し
か
け
る
と
乗
務
員
も
「
一

回
の
勤
務
で
３
〜
４
食
外
食
せ

ざ
る
を
得
ず
、
や
は
り
カ
ッ
プ

ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
て
い
る
」
と

い
う
話
に
な
っ
た
。
日
常
の
話

か
ら
共
通
の
課
題
や
問
題
点
を

つ
か
む
こ
と
が
必
要
。

☆
郡
総
と
幹
総
と
で
相
互
に
職

場
見
学
交
流
が
あ
っ
た
。
国
労

と
し
て
の
訪
問
で
あ
っ
た
の
で

入
れ
な
い
と
心
配
し
て
い
た
が

何
事
も
な
く
終
了
し
た
。
職
場

の
組
合
員
も
喜
ん
で
い
た
。

★
酒
飲
み
を
し
て
も
そ
の
先
の

も
う
一
歩
が
出
な
い
。
日
常
の

会
話
や
付
き
合
い
を
通
し
て
拡

大
を
目
指
す
。

☆
飲
み
会
は
退
職
者
が
多
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
増
え

て
い
る
。
集
ま
る
こ
と
が
多
く

な
れ
ば
不
満
も
出
て
く
る
。
こ

う
い
う
こ
と
も
必
要
。

通
勤
や
勤
務
が
大
変
な
状
況

の
中
で
も
、
工
夫
し
て
機
関
会

議
を
開
催
し
た
り
、
若
い
仲
間

と
の
関
わ
り
を
持
つ
努
力
が
な

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
組
織
の
強
化
と

拡
大
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を

進
め
て
ほ
し
い
。

０
７
春
闘
で
は
職
場
要
求
を

集
約
し
、
現
場
長
交
渉
を
取
組

ん
で
も
ら
い
た
い
。
ま
た
若
い

仲
間
と
の
関
わ
り
を
継
続
し
、

拡
大
を
目
指
し
て
も
ら
い
た
い

と
の
提
起
が
さ
れ
た
。

１
月
２
７
日
、
仙
台
市
宮
城

自
治
労
会
館
に
お
い
て
組
織
対

策
会
議
を
行
い
ま
す
。
東
日
本

エ
リ
ア
内
の
平
成
採
用
の
組
合

員
も
多
数
参
加
す
る
予
定
で
す
。

是
非
こ
の
機
会
に
若
手
組
合

員
の
意
見
や
考
え
を
聞
き
、
ま

た
討
論
す
る
中
か
ら
展
望
を
切

り
開
き
ま
し
ょ
う
。
支
部
・
分

会
代
表
者
が
対
象
で
す
が
、
希

望
者
は
ぜ
ひ
参
加
を
し
て
く
だ

さ
い
。
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12
月
17
日
、
地
方
本
部
は
全
支
部
及
び
全
分
会
を
対
象
と
し
た
、
第
一

回
組
織
対
策
会
議
を
こ
く
ろ
う
会
館
で
開
催
し
た
。

会
議
は
地
本
組
織
部
長
の
中
島
副
委
員
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
地
本
太

田
委
員
長
の
挨
拶
を
受
け
た
後
、
エ
リ
ア
本
部
武
田
執
行
委
員
か
ら
情
勢

報
告
が
さ
れ
た
。
会
議
は
よ
り
深
い
討
論
が
出
来
る
よ
う
に
、
分
散
会
を

設
置
し
、
職
場
・
組
織
状
況
を
報
告
し
合
い
、
お
互
い
の
職
場
の
取
組
み
を

学
び
あ
っ
た
。

経
過
と
方
針
討
論
で
は
、
配

転
等
和
解
問
題
に
つ
い
て
の
意

見
が
集
中
し
た
。

ま
た
安
全
問
題
に
つ
い
て
は
、

職
場
の
安
全
設
備
改
善
の
取

り
組
み
を
求
め
る
意
見
や
支

部
安
全
集
会
の
継
続
を
求
め

る
意
見
な
ど
、
活
発
な
討
論

が
お
こ
な
わ
れ
た
。

最
後
に
橋
本
書
記
長
よ
り
、

「
会
社
の
様
々
な
攻
撃
に
対
し

て
筋
を
通
し
て
物
申
し
て
き
た
。

和
解
問
題
で
も
筋
を
通
し
て

や
っ
て
き
た
。
筋
を
通
し
大
勢

の
流
れ
に
抗
し
て
行
く
こ
と
は

大
変
な
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
結

果
、
こ
の
一
年
で
組
織
が
強
く

な
り
、
一
人
一
人
も
強
く
な
っ

た
と
感
じ
る
。
こ
の
私
た
ち
の

頑
張
り
を
平
成
採
用
者
に
見

せ
る
中
で
、
組
織
拡
大
も
頑
張
っ

て
い
こ
う
。
職
場
の
闘
い
で
Ｊ
Ｒ

を
追
い
込
み
闘
争
団
の
Ｊ
Ｒ
復

帰
を
勝
ち
取
ろ
う
。
」
と
の
集

約
が
さ
れ
た
。

◇
２
０
０
６
年
度
執
行
体
制

執
行
委
員
長

橋
本

守
弘

執
行
副
委
員
長

大
橋

利
明

書
記
長

橋
本

光
一

執
行
委
員

大
川
原
邦
幸

同

千
葉

秀
治

同

本
田

要
一

会
計
監
査

熊
田

弘
征

同

藤
崎

健
一

11
月
26
日
、
郡
山
工
場
支
部
は
郡
山
市
内
橘
公
民
館
に
お
い

て
、
第
76
回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
橋
本
守
弘
執
行
委
員
長

は
「
職
場
で
は
続
発
す
る
車
両
事
故
な
ど
の
安
全
問
題
、
そ
し
て

東
日
本
会
社
と
の
和
解
に
対
す
る
意
見
の
違
い
が
あ
る
な
ど
課

題
が
山
積
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
の
闘
い
を
し
っ
か
り
と
総
括
し
、

団
結
を
強
化
す
る
中
か
ら
今
後
の
運
動
の
展
望
を
切
り
開
こ
う
」

と
結
集
し
た
組
合
員
に
訴
え
た
。

総団結を訴える橋本委員長



１
１
月
２
５
日
、
３
２
回
目
と

な
る
仙
台
地
本
の
地
域
間
異
動

者
激
励
交
流
会
が
東
京
の
大
井

町
で
開
催
さ
れ
た
。

交
流
会

に
は
、
地
域
間
異
動
中
の
組
合

員
７
名(

鈴
木
幸
春
さ
ん
、
大
内

直
一
さ
ん
、
坂
内
哲
雄
さ
ん
、

佐
々
木
芳
則
さ
ん
、
後
藤
秀
一

さ
ん
、
大
友
清
貴
さ
ん
、
村
上

正
博
さ
ん)

と
そ
の
家
族
１
名

(

鈴
木
幸
春
さ
ん
の
奥
さ
ん)

が
、

ま
た
仙
台
地
本
か
ら
３
名
、
宮

城
県
支
部
か
ら
６
名
、
福
島
県

支
部
か
ら
２
名
の
１
９
人
が
参

加
を
し
、
来
賓
と
し
て
、
東
日
本

本
部
伊
藤
委
員
長
、
全
交
運
共

済
東
日
本
事
業
部
宮
坂
部
長
、

千
葉
地
本
小
林
書
記
長
が
激

励
に
駆
け
つ
け
た
。

参
加
者
は
、
久
し
ぶ
り
の
仲
間

と
の
再
会
を
喜
び
、
お
互
い
の
近

況
報
告
を
行
っ
た
。
１
０
月
２
３

日
に
、
仙
山
線
の
東
照
宮
駅
か

ら
中
央
線
の
大
久
保
駅
へ
異
動

発
令
さ
れ
た
村
上
さ
ん
は
「
１

巡
目
の
時
よ
り
も
、
業
務
量
が

随
分
と
増
え
て
い
る
と
感
じ
る
」

と
話
し
、
駅
業
務
が
一
層
合
理

化
さ
れ
て
い
る
事
を
物
語
っ
て
い

た
。ま

た
交
流
会
に
先
立
っ
て
職

場
訪
問
を
し
た
が
、
そ
の
一
つ
で

あ
る
渋
谷
駅
で
は
凄
ま
じ
い
人

の
流
れ
に
た
だ
驚
く
ば
か
り
。

窓
口
に
立
ち
旅
客
の
対
応
を

す
る
仲
間
の
苦
労
を
垣
間
見
た
。

過
日
急
逝
さ
れ
た
、
仙
台
駅

連
合
分
会
所
属
・
故
河
村
恵
司

氏
の
ご
遺
族
に
対
す
る
援
護
資

金
の
協
力
要
請
が
、
地
本
・
太

田
委
員
長
、
宮
城
県
支
部
・
秋

山
委
員
長
、
仙
台
駅
連
・
赤
間

副
委
員
長
の
連
名
で
要
請
さ
れ

て
い
ま
す
。
以
下
に
そ
の
要
請

文
を
紹
介
し
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
も
の
で
す
。

【
要
請
文
】
（
抜
粋
）

こ
れ
ま
で
私
達
と
共
に
闘
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
「
河
村
恵
司
氏
」

は
職
場
復
帰
を
目
指
し
、
入
院

加
療
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、
２
０

０
６
年
１
１
月
１
０
日
、
帰
ら
ぬ

人
と
な
り
ま
し
た
。
本
人
は
地

域
間
異
動
の
二
巡
目
中
に
大
腸

癌
が
発
見
さ
れ
一
部
の
摘
出
手

術
を
行
い
ま
し
た
が
、
本
年
６

月
１
９
日
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
で

異
変
が
見
つ
か
り
「
急
性
白
血

病
」
と
診
断
さ
れ
治
療
に
専
念

し
て
お
り
ま
し
た
。

故
人
は
国
労
仙
台
地
方
本
部

青
年
部
長
、
宮
城
県
評
青
婦
協

議
長
等
の
役
職
を
努
め
な
が
ら
、

県
内
の
青
年
・
婦
人
の
先
頭
に

立
っ
て
労
働
運
動
を
展
開
し
、

以
降
Ｊ
Ｒ
に
移
行
後
も
国
労
仙

台
駅
連
合
分
会
の
分
会
長
と
し

て
国
労
・
分
会
運
動
の
牽
引
役

で
し
た
。
故
人
の
死
は
共
に
闘
っ

て
き
た
我
々
に
と
っ
て
非
常
に

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
残
さ
れ
た
ご
家
族
の
ご

心
情
を
察
す
る
時
、
二
人
の
お

子
様
と
働
き
手
の
奥
様
ひ
と
り

（
現
在
失
業
中
）
と
い
う
状
況
の

中
で
は
広
く
仲
間
の
皆
さ
ん
に

温
か
い
励
ま
し
を
賜
り
た
く
、

ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
致
し

ま
す
。

ご
厚
志

送
金
先

東
北
労
働
金
庫
本
店
営
業
部

国
労
仙
台
駅
連
合
分
会

昆
野
正
則

口
座
番
号
「
５
９
８
４
３
３
５
」

ご
厚
志
拠
出
者
名
簿
送
付
先

国
労
会
館
３
Ｆ
宮
城
県
支
部
内

仙
台
駅
連
合
分
会

宛

Ｆ
Ａ
ｘ
・
Ｊ
Ｒ

０
３
１
‐
３
９
９
１

Ｎ
Ｔ
Ｔ
０
２
２-

２
９
９-

７
４
３
５
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仲
間
の
顔
が
何
よ
り
嬉
し
い

久し振りの再開に話もはずむ

仙
総
支
部
は

11
月
29
日
、
毎

年
恒
例
と
な
っ

た
「
仙
台
闘
争

団
と
の
交
流
集

会
」を
開
催
し
た
。

同
支
部
は
早

期
解
決
に
向
け

運
動
の
一
つ
と

し
て
毎
月
の
物

販
を
取
り
組
ん

で
お
り
、
冬
の
取

り
組
み
に
向
け

た
（
焼
酎
セ
ッ
ト

等
）
推
進
と
不

採
用
事
件
の
経

過
を
全
体
で
確
認
し
、
今
後
の

運
動
の
意
思
統
一
を
図
る
た
め

に
取
り
組
ん
だ
も
の
。

集
会
で
は
地
本
橋
本
副
委
員

長
か
ら
Ｉ
Ｌ
Ｏ
か
ら
出
さ
れ
た

第
７
次
勧
告
の
中
身
に
つ
い
て
、

ま
た
東
日
本
会
社
と
の
和
解
を

受
け
、
今
後
の
取
り
組
み
な
ど

が
報
告
さ
れ
た
。

仙
台
闘
争
団
の
高
橋
団
長
か

ら
は
４
団
体
の
要
求
（
年
金
、
雇

用
、
解
決
金
）
に
つ
い
て
の
詳
細

と
、
政
治
解
決
に
向
け
た
訴
訟

の
内
容
に
つ
い
て
、
更
に
は
仙
台

闘
争
団
の
現
状
等
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
幹
総
に
出
向
さ
れ
て
い

る
佐
藤
忍
さ
ん
の
運
転
士
復
帰

の
報
告
も
行
わ
れ
、
今
後
も
職

場
の
様
々
な
問
題
、
不
採
用
問

題
を
支
部
全
体
で
解
決
に
向
け

取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
を
確
認

し
合
っ
た
。

状況報告する高橋仙台闘争団長


